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硬
直
化
に
つ
い
て
今
後
も
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
る
が
、
第
４

次
基
本
計
画
に
お
い
て
目
標
と

す
る
そ
の
他
の
財
政
指
標
及
び

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
等

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
健
全

な
財
政
状
況
を
維
持
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
本
委
員
会
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
つ

つ
、
平
成
24
年
度
に
お
け
る
予

算
執
行
と
そ
の
行
政
効
果
等
に

つ
い
て
、
鋭
意
審
査
を
進
め
た

結
果
、
本
決
算
議
案
に
つ
い
て

は
い
ず
れ
も
原
案
を
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。
』

　

委
員
会
は
次
の
附
帯
意
見
を

付
し
、
市
理
事
者
に
対
し
て
、

そ
れ
ら
に
十
分
配
慮
し
た
市
政

の
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。

 

附
　
帯
　
意
　
見 

一
　
般
　
会
　
計

〔
歳　
　

入
〕

１　

自
治
体
と
し
て
の
自
主

性
・
自
立
性
拡
大
の
観
点
か
ら
、

財
政
基
盤
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
地
方
交
付
税
及
び
国

庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
地
方

交
付
税
不
交
付
団
体
が
不
利
益

を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
国
に
対
し
要
望
す
る

こ
と
。
ま
た
、
地
方
分
権
に
よ

る
移
譲
事
務
、
地
方
自
治
制
度

の
見
直
し
に
伴
う
課
題
解
決
に

向
け
、
国
・
東
京
都
に
対
し
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
安
定
的

財
源
の
確
保
、
財
政
の
健
全
性

の
維
持
に
努
め
る
こ
と
。

２　

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況

が
見
込
ま
れ
る
中
、
産
業
振
興

策
の
拡
充
な
ど
に
よ
る
財
源
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
債
権

管
理
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推

進
し
、
歳
入
の
確
保
と
収
入
率

向
上
に
引
き
続
き
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
。
ま
た
、
収
入
未
済

額
に
つ
い
て
は
、
税
に
対
す
る

不
信
感
や
不
公
平
感
を
市
民
に

与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
納
税

義
務
の
Ｐ
Ｒ
・
啓
発
に
努
め
る

こ
と
。

〔
歳　
　

出
〕

▽
総
務
費

１　

公
共
事
業
に
か
か
わ
る
技

術
系
専
門
職
職
員
に
つ
い
て

は
、
経
験
者
採
用
・
再
任
用
等

を
含
め
積
極
的
に
登
用
す
る
こ

と
。

▽
民
生
費

１　

災
害
時
要
援
護
者
支
援
事

業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
早

急
な
全
市
展
開
に
向
け
た
検
討

を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
要
援

護
者
の
支
援
者
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
本
事
業
の
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

２　

北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
委
託
化

を
見
据
え
、
障
が
い
当
事
者
や

関
係
者
の
意
見
を
反
映
し
つ

つ
、
安
全
衛
生
・
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
等
に
配
慮
し
た
施

設
管
理
に
努
め
る
こ
と
。

３　

児
童
虐
待
対
応
機
能
の
強

化
に
当
た
っ
て
は
、
夜
間
を
含

め
た
対
応
時
間
の
拡
充
を
広
域

的
な
連
携
も
含
め
検
討
す
る
こ

と
。

４　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
調
査
・
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
、
丁
寧
な
就
労
指

導
等
に
よ
る
積
極
的
な
自
立
支

援
を
推
進
す
る
こ
と
。

▽
土
木
費

１　

遊
び
場
広
場
事
業
に
つ
い

て
は
、
東
京
外
郭
環
状
道
路
中

央
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
ふ
た
か

け
上
部
に
お
い
て
、
事
業
実
施

が
で
き
る
場
所
の
確
保
を
検
討

す
る
こ
と
。

２　

木
造
住
宅
耐
震
化
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
新
た
な
地
震

に
関
す
る
地
域
危
険
度
測
定
調

査
の
被
害
想
定
を
踏
ま
え
、
よ

り
多
く
の
市
民
に
助
成
制
度
が

活
用
さ
れ
る
よ
う
、
毎
年
度
の

目
標
設
定
及
び
制
度
等
の
周
知

徹
底
に
努
め
る
こ
と
。

▽
教
育
費

１　

い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・

犯
罪
行
為
等
の
児
童
・
生
徒
指

導
上
の
諸
問
題
の
解
決
に
当
た

っ
て
は
、
学
校
、
保
護
者
、
関

係
機
関
は
も
と
よ
り
、
地
域
の

幅
広
い
協
力
も
求
め
、
抜
本
的

な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

２　

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
等
を

活
用
し
計
画
的
に
予
算
措
置
の

上
、
洋
式
・
乾
式
ト
イ
レ
へ
の

改
修
を
進
め
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

１　

特
定
健
康
診
査
等
事
業
の

推
進
に
当
た
っ
て
は
、
受
診
率

の
低
い
世
代
を
中
心
に
、
健
康

診
査
実
施
率
、
保
健
指
導
実
施

率
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

【
決
算
審
査
特
別
委
員
】

◎
白
鳥　

孝　

○
粕
谷　

稔

　

緒
方
一
郎　
　

加
藤
浩
司

　

渥
美
典
尚　
　

長
島　

薫

　

野
村
羊
子　
　

大
城
美
幸

　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

総
務
委
員
会

８
月
19
日

【
行
政
報
告
】

▼
杏
林
大
学
新
キ
ャ
ン
パ
ス
及

び
日
本
無
線
株
式
会
社
三
鷹
製

作
所
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

▼
三
鷹
市
人
財
育
成
基
本
方
針

（
平
成
25
年
８
月
改
定
）
に
つ

い
て

▼
三
鷹
市
民
保
養
所
箱
根
み
た

か
荘
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本

方
針
に
つ
い
て�

ほ
か
１
件

９
月
10
日

【
議
案
】

▼
平
成
25
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
平
成
25
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼
三
鷹
市
民
保
養
所
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　

＝
以
上
３
件
、
原
案
可
決

【
請
願
】

▼
三
鷹
市
民
保
養
所
「
箱
根
み

た
か
荘
」
存
続
に
つ
い
て

＝
不
採
択

【
行
政
報
告
】

▼
杏
林
大
学
と
三
鷹
市
と
の
包

括
的
な
連
携
に
関
す
る
協
定
の

締
結
に
つ
い
て

▼
新
川
防
災
公
園
・
多
機
能
複

合
施
設
（
仮
称
）
整
備
事
業
に

お
け
る
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
発
注
工

事
の
入
札
結
果
に
つ
い
て

９
月
30
日

▼
総
務
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

文
教
委
員
会

８
月
12
日

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
25
年
度
教
育
に
関
す
る

事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況

の
点
検
及
び
評
価
（
平
成
24
年

度
分
）
報
告
書

９
月
10
日
、
12
日

【
請
願
】

▼
三
鷹
市
立
第
四
中
学
校
理
科

室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て�

＝
継
続
審
査

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
25
年
度
学
校
給
食
の
放

射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て

▼
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３

の
準
備
状
況
に
つ
い
て

９
月
30
日

※
９
月
12
日
の
委
員
会
で
請
願

に
つ
い
て
継
続
審
査
を
決
定
し

ま
し
た
が
、
９
月
30
日
の
本
会

議
で
同
請
願
の
撤
回
に
つ
い
て

承
認
し
た
こ
と
か
ら
、
継
続
審

査
事
件
は
消
滅
し
ま
し
た
。

厚
生
委
員
会

８
月
８
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
の
設
置
に
つ
い
て

▼
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

（
後
期
計
画
）
目
標
事
業
量
の

達
成
状
況
に
つ
い
て

▼
山
中
保
育
園
の
耐
震
補
強
工

事
の
実
施
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
中
原
小
学
童
保
育
所

及
び
三
鷹
市
東
台
小
学
童
保
育

所
の
指
定
管
理
者
の
公
募
に
つ

い
て

９
月
11
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
条
例�

＝
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
に
お
け
る
「
障
が
い

者
就
労
支
援
施
設
等
か
ら
の
物

品
等
の
調
達
方
針
」
の
策
定
に

つ
い
て

▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

係
る
ニ
ー
ズ
調
査
の
概
要
に
つ

い
て

▼
山
中
保
育
園
の
定
員
拡
充
に

つ
い
て

９
月
30
日

▼
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会

８
月
16
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
用
途
地
域
等
に
関
す

る
指
定
方
針（
原
案
）に
つ
い
て

▼
生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計
画

変
更
に
つ
い
て

▼
「
東
京
都
自
転
車
の
安
全
で

適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て

▼
「
三
鷹
市
下
水
道
経
営
計
画

（
仮
称
）
」
及
び
下
水
道
使
用

料
の
見
直
し
検
討
に
つ
い
て

▼
東
部
水
再
生
セ
ン
タ
ー
・
井

の
頭
ポ
ン
プ
場
の
耐
震
診
断
結

果
に
つ
い
て

▼
三
鷹
駅
南
口
中
央
通
り
東
地

区
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

▼
平
成
25
年
度
第
１
回
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
つ
い

て▼
「
井
の
頭
恩
賜
公
園
西
園
区

域
の
整
備
」
に
伴
う
工
事
説
明

会
の
報
告
に
つ
い
て

９
月
11
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
内
の
空
間
放
射
線
量

の
測
定
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
用
途
地
域
等
に
関
す

る
指
定
基
準
（
原
案
）
に
つ
い

て
東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対
策
特
別
委
員
会

８
月
21
日

【
行
政
報
告
】

▼
中
央
Ｊ
Ｃ
Ｔ
準
備
工
事
に
つ

い
て

▼
東
京
外
環
（
関
越
～
東
名
）

大
深
度
申
請
に
つ
い
て

▼
道
路
の
立
体
的
区
域
の
決
定

及
び
区
分
地
上
権
設
定
に
関
す

る
説
明
の
場
に
つ
い
て

９
月
20
日

【
行
政
報
告
】

▼
中
央
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
工
事

用
仮
橋
設
置
工
事
に
つ
い
て

▼
「
道
路
の
立
体
的
区
域
の
決

定
及
び
区
分
地
上
権
設
定
に
関

す
る
説
明
の
場
」
の
開
催
結
果

に
つ
い
て

▼
大
深
度
地
下
使
用
許
可
申
請

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
東
京
外
か
く
環
状
道
路
オ
ー

プ
ン
ハ
ウ
ス
の
開
催
結
果
に
つ

い
て調

布
基
地
跡
地
利
用

対
策
特
別
委
員
会

９
月
24
日

【
協
議
事
項
】

▼
平
成
25
年
度
調
布
飛
行
場
ま

つ
り
に
係
る
行
事
に
つ
い
て

＝
お
お
む
ね
了
承

【
行
政
報
告
】

▼
調
布
飛
行
場
ま
つ
り
に
つ
い

て▼
東
京
都
調
布
飛
行
場
の
離
着

陸
状
況
に
つ
い
て

▼
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
輸
送
人

員
に
つ
い
て

審
査
報
告
（
要
旨
）

　

『
平
成
24
年
度
の
本
市
の
予

算
執
行
は
、
一
般
会
計
に
お
い

て
歳
入
決
算
額
は
687
億
３
千
268

万
６
千
円
、
歳
出
決
算
額
は
673

億
７
千
328
万
１
千
円
と
過
去
最

大
の
決
算
規
模
と
な
り
、
全
会

計
に
お
け
る
歳
入
決
算
額
で
は

１
千
37
億
７
千
901
万
７
千
円
、

歳
出
決
算
額
は
１
千
20
億
７
千

489
万
８
千
円
と
な
る
中
で
の
執

行
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
第
４
次
基
本
計

画
の
「
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
い
る「
危
機
管
理
」
と
、

「
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
い
る「
都
市
再
生
」及
び

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
」の
３
つ

を
重
点
施
策
と
し
て
、
安
全
で

安
心
な
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、

当
該
年
度
決
算
に
お
け
る
財
政

指
標
に
つ
い
て
は
、
経
常
収
支

比
率
が
93
・
４
％
と
前
年
度
と

比
較
し
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
財
政
の

　
平
成
24
年
度
決
算
　
　

　
　
　
　  

審
査
報
告
の
概
要

監 査 委 員 の 意 見
　審査に付された一般
会計をはじめ、各特別
会計の歳入歳出決算
書、歳入歳出決算事項
別明細書、実質収支に
関する調書、財産に関
する調書及び各基金の

運用状況を示す書類は、法令に準拠して作成されてお
り、計数に誤りはないものと認められた。
　東日本大震災によって市民の意識は大きく変化して
おり、災害に対し予め対策を施すべきことは急務とな
った。一方で、市民のニーズは複層的に展開しており、
限られた財政下での政策選択は、困難を伴うものと認
識できる。引き続き財政運営に一段の努力を求め、第
４次基本計画の下で、「高環境・高福祉のまちづくり」
の実現に向けて取り組まれることを切に要望する。

髙谷監査委員
（議会選出）

黒田代表
監査委員

　
　
　
　

平
成
25
年
７
月
〜
９
月

北
野
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
内
の

東
京
外
郭
環
状
道
路
の
模
型


